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宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


準 天 星 の 可能 性 
宇宙 か ら 


: 日 本 の 暮らし を みち ぴく 


小惑星 探査 機 は や ぶさ カプセル か ら 
イト カワ 微粒 子 確認 

ー 日 本 初 の 人 工 衛星 おおすみ, 

こ 打ち 上 げ か ら 40 周 年 
宇宙 に 飛び 出す メイ ド ・ イ ン ・ ジ ャ バン 


宇宙 広報 レポ ー ト スペ シャ ル 対 談 ・ 前 編 
手づくり 模型 が 伝え る カ 


970 年 2 月 、 日 本 の 宇宙 開発 の 歴史 が 幕 を 開 

け ま し た 。 日 本 初 の 人 工 衛 星 「 お お すみ 」 の 

打ち 上 げ で す 。 今年 で 40 周年 を 迎え た |「 お お 

すみ | プロ ジェ クト に つい て 、 深 く 関 わっ た 
東京 大 学名 誉 教 授 の 林 友 直 先 生 に 、 当 時 の 熱気 を 振り 返っ 
て も らい まし た 。 あ わせ て 「 お お すみ | か ら 「 み ちび き 」 まで 、 
宇宙 へ 旅立っ た 人 工 衛星 を 一 挙 公 開 。 私 た ちの た ゆみ な い 
前 進 の 成果 を ご 覧 くだ さい 。 そ ん な 人 本 衛星 の う ち 、「 あか 
つき | | イカ ロス 」| 「HTV( こ う の と り )」 の 部 品 を 手がけ た 
町 工場 に 取材 。 日 本 を 支え る 高い 技術 力 が 、 
宇宙 開発 を も 支え を て いる こと を 読み 
と っ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 そ し 
て いよ いよ 12 月 か ら は 「 み ちび 
き 」| を 利用 し た 実証 実験 が 始ま 
り ま す 。]AXA や 民間 企業 が 
取り 組む 実験 に つい て 、 寺 田 弘 
慈 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ や 、 
衛星 利用 推進 エン ター の メン 
2 パー に 話 を 聞き まし た 。 よ り よ 
い 暮 らし を 生み 出す た め に 、「 み 
ちび き 」] に か ける 意気 込み を ご 
紹介 し ます 。 
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日 本 初 の 人 工 衛星 お お すみ , 
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JAXA 最 前 線 


JAXA を 「 フォロ ー| し て くだ さい ! 
JAXAi 閉 館 の お 知ら せ 
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人 ん 々 の 人 入 活 に と っ て GPS は 欠か せな い イ ン フ ラ の 1 つと な っ て いる 。 
し か し 、GPS も 完全 で は な い 。 ビル の 徒 ち 並 ぶ 都 市 部 で は 、 . 
ビル 右 で の 反射 に よっ て GPS で の 測位 結果 に 大 き な ず れ が 生じ る こと も ある な は 
いく つか の 問題 点 も 指摘 され て いる 。 
JANA は 、9 月 II 日 に 準 天 頂 衛星 初 号 機 「 み ちび き 」 の 打ち 上 げに 成功 し た 。 
今後 、、 みち びき 」 が 実証 実験 を 経て 容 用 で きれ ば 、 
GPS に よる 位置 精度 を 上 上 げ る こと や 、 ヨ ー ロ ッ パ が 打ち 上 げ を 予定 し て いる 
測位 シス テム Calileo( ガ リ レ オ ) と も 連携 し 、 さ ら に 位置 精度 や 
。 信頼 性 を 上 上 げ る な どの サー ビス 向上 も 可能 と な る 。 
日 本 の イン フラ と し て の 期待 も 大 きい 準 大 頂 衛星 プロ ジェ クト に つい て 、 
寺田 弘 基 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ と 「 み ちび き 」 デ ー タ 利用 推進 を 拓 当 する 
プロ ジェ クト メン バー に 話 を 聞い た 。 
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葉 田 嘉 持 胃 図 eS の 中 の 
公 ン シロ 昭 っ 蛇 公 作ら つい” Om 
の 定 臣 G 写 否 人 ポート の ゃ 人 
部 先 の で っ 中 ン 補 人 GAK 下 ぐさ 
で へ 人 ト 改 曜 世 的 で っ が" 
Je260 で へ ペー ター キー 
く ー 到 則 尽 ASK さら 政宗 で や 
Js5 の 凸 の G 普 宗 倒 記 医 % 愛 び 
い 内 が 生 ” 還 革 臣 坦 An いつ 
丸 個 陸 AA K 中 さ 史 所 和 所 の 呈 の 
り 導 和貴 つら っ が 生 倒 ロー ロス 
wAK で へ を 陸 両 の っ で お 7 
っ で ら ぃ 9 才 恒 下 岡 回 mm ぐ 京 講 
AK 上 下さ 公 箕 落 り XSto つ の 穫 選 っ 
ym の 中 の ぐ で 璧 避 補 で へ 人 
心 や つい 指 剖 ryQ 全 SO 公法 宗 り 
つい ′ 字 電 下 玩 園 つ つい | 人 So っ 
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5 置 半 較 の つり 呈 作 5 宮 所 所 引 
移 二 て m ら つや 愉 。 皿 瑞 詩 
K ト よさ 9 補 人 で へ 人 ト N 心 つつ ゆり 下 皿 
ぃ 所 G 押 攻 表 団交 つ Ato 表 引 
rm で 仙 王 生 y9 父 
3 で や か 」 全 個 上 委 つの 提 NN りら っ が 
ーー 呈 交 や 畠 つ っ 有 仁 癖 較 移 足 
3Q 志 守 や ひつ っ 人 心 守 国 飲 っ で り 
全 で 投 y% で 8G ら つや 心 公 " 

攻 田 Q 〇 ご ー 吐 己 器 同時 公 京 振 
小 署 っ 環 ME 選 測 机 和 れつ 入 負 公 和 
K 旨 線 つつ 刀 軒 り 民 全 較 公 宮 
所 AA へ 負 証 倒 時 過半 汗 
7 Am AE の っ 心 竹 雇 ら 
K ネ ーー つが つ 入 いら で 区 ゴロ 
S ぃ 大 糧 SA mAG 諾 玩 難 次 
so AGyJ 全 で KK 各 一 つぶ 6 つ 
” wwG 選 。 妹 映 坦 状 拉 7 ん 人 ヘ 
AA 公 QAKK つ つり 福村 つ 和 
っ つっ 愉 り つや 由記 人 軽 別 つ @ 
や も 公 。 所 提 ぐ で の ロ 須 章 ツ ト 
Am で へ 仏 心 つつ いり 固 令 地 で 


ン 術 


々 か 個 芝 叶 下 守ら 和 *G つろ 心 けつ) 
全 ぐ 較 便 性 計 どら 選 愉 の つり 


6 つ お ” Av つり 。 良 昧 主 泊 マ 
箇 全 補 経 元紀 所 っ” 雇 四 や 9 閉 


玲 ら 叩 証 公 釣 国 セ xe つ っ 心 棄 つっ 
基層 さ りら 革 KKーー つ が つぶ" 
ーー 朋也 臨 客 較 選 臣 で ぐい くっ se 
較 G 刻 了 G 芋 ら ー マ 愉 ママ G 宮 哉 つ 
ぷ 避 らら つ る 心 会” 

表 田 | や | 人 わ な つや セ G 
送 人 K 下 思 還 へ K ト さ 半 国人 6 ーママ 
区 で や ら S ン 上 葵 G 香 芝 守 諾 
球 計 公 約 国 つり 2 ゃ o ポ ボー ミ 和 キ ミ 
へ 療 守 きい いっ が mkvG 王 ら 
「m で PP 公団 knSR 記 人 | 層 枝幸 証 
下品 虹 臣 壮 型 再 疲 国 ] り 記 で 
っ 来 父 で で りら 2s9 の の OS の セ 公 ^ 
和 K 下 明 関 思 壮 所 下 で お 前 寺 飲 
選べ つ 曽部 ・ 遇 層 の きぐ いっ が 
ーー 「 oO 放 」 各 逐 信 諸 塚 
PSJNC だ PB の だ いこ たこ 
尼 田 へ ら じゃ” m ゴ 共 で 公 革 や 
っ JR6 で の 到 半 A 人 K 中 さっ つう 翌 志 肖 ぐ 
弓 財 甘 2 〇 中 の 時 関 の 臣 
の 記 需 訪 薩 や *o 「[ 〇 m の 無 羽 」 
SG 表土 秀 記 や 選 っ が 生 ” AG 
SS 提 誠 画 MD 度 似 茶 艇 ( 志 ロ 
〇 避 ) 倒 表 宗 記 接 ぐ 飲 結 や っ が 
セー つ ' 前 中 注記 諸 包 忘 ( 加 用 上 ロ ) 
公 沿 訪 療 豆 む リー 人 に 6 誌 潤 つ 
ゃ ぃ 9 二 要 舞 京 類 舞 円 癌 経度 球 
% ぬ 。 因 圭 慰 皿 倒 忘 咽 忌 むり 記 
6 ぐ 十 杉 缶 京 寺家 圭 放 氏 y 人 y 
で っ ぷー で や 全 時 コ 
下り NHAHN ホ ー ス 各線 本 
己 時 の 下 り 8 選 3 で 雪 守 の うい 。 っ の 


GS や や り ン ン 屋 っ K よ ロー ミミ の 相 混 


つづ お ねり の 全 の SNHAHN ン て 


ホー さ GS 生野 人 つ 昭 っ が 
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求 扶 的 弄 人 QNO 


ーー K よ SATー ミ リセ で や 9 妃 
信 り 。 坊 賠 G 宜 召 じ 20G 心 S 
日 求 全 S め で 人 @G ら つづ す 心 全 " 
葉 田 所 つ 2K よ SA ロー ミロ で 
や り ′ 8 っ se58 [か ン oo 下 | 
で おく K 旨 諾 正和 h@ の つこ いれ 祭 
刈り 吉 押 民 静め の ひつ っ が 
りら as 人 ち 詳 害 措 了 和 人 マン 郁 
履 % 且 宗 武 虫 丈 玉 尽 り 舌 国 加 守 
因 G 葵 翌 め 型 計 つり っ ぷ 和 や” 舌 了 
下京 弄 党 牙 志 尾 珂 の 央 於 ” 明 三 
G 幼 定 中 りら 3 本 骨 漠 公 で 十 中 
況 旧 玉 下さ や で "の りや 
mー ベ K 下 へ つっ 心 款 細 定 量 
0 過 っ が 6 本) うり 必 つ 応 有 遇 め ふ ヘ 
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らら つぶ? 
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型 門 に 時 票 公 型 べ つ いらっ k9 の つの 
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ロ テ ・ ロ ー ロ ロロ G 紀 人 寺 欠 倒 称 
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ーー 表 世 や 泊 慌 セ h*G りつ 居 可 家 つ り 
旭 で っ 全 に 下 改 り 沙 玩 
So 瑞 直 表 り 舞 つ りや めで いっ が 6 
つつ "AvG 了 定信 医 親 司る を る を 
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守 。 喘 突 位 衝 AKG 鯉 愛 S@ や" 
MgnPG 要 前 o 忠 記 め 守 % 和 や で ” 肝 
痢 へ K よ ささ つつ いり 棚 際 ら 須 :Qte 5 
愉 り セ s@8 信 己 8。 MPnPG 明 押 約 
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「 み ちび き 」 を 利用 し た 民間 各社 の 利用 実証 例 


日 立 製作 所 
登 下校 中 の 児童 や 高齢 者 の 現在 位置 を 、 

保護 者 が 把握 する た め の 見 守 リ シス テム に 
「 み ちび き 」 か ら の 信号 を 利用 する た め の 
実証 実験 を 行う 。 す で に GPS 機器 を 内 蔵 
し た 携帯 電話 等 で 利用 され て いる 見 守り リ シ 
ステ ム で は 、 特 に 都市 部 に お いて ビル な ど 
に よる 反射 の た め 、 位 置 情 報 に 大 き な 誤 差 
が 出る 場合 が ある 。 準 天頂 衛星 か ら の 信号 
を 利用 する こと で 、GPS 情 報 の 補完 お よ 
び 補 強 を 行い 、 位 置 測定 が 可能 な 場所 や 時 
間 帯 を 増やす と 共に 、 サ ブ メ ー ト ル 級 の 位 
置 測定 を 実現 する こと が 可能 と な る 。 


日 立 造 船 

農業 分 野 に お ける 農機 の 自動 制御 に 「 み 
ちび き 」 を 活用 し 、 北 海道 大 学 を は じ め と 
する 学術 研究 機関 と 連携 し た 精密 農業 の 実 
証 実験 を 行う 。 現在 、 実 用 化 さ れ て いる 農 
業 機械 の 制御 で は 4 つの GPS 衛星 が 利用 
され て いる が 、「 み ちび き 」 を 利用 する こと 
で 運転 中 断 時 間 を 減ら し 、 さ ら に 高 精度 な 
測位 が 可能 と な る 。 無人 の 農機 を 自動 で 運 
転 する 技術 、 高 精度 か つ 安 定 し た 自動 走行 
技術 が 確立 され れ ば 、 高 齢 化 が 進む 農業 分 
野 に お いて 農作業 の 効率 化 に よる 生産 性 の 
向上 や 安全 性 の 向上 が 期待 で きる 。 


観光 案内 シス テム の 構築 
三菱 スペ ー ス ・ ソ フト ウェ ア 

同社 の 持つ 電子 観光 ガイ ド と 「 み ちび き ] 
に よる 高 精度 の 位置 測定 技術 を 組み 合わ せ 
た 観光 案内 シス テム の 構築 を 目指 す 。 電 子 
観光 ガイ ド で は 、GPS に よる 位置 情報 と 
イン ター ネッ ト を 利用 し た 通信 サー ビス に 
より 、 利 用 者 の 現在 位置 か ら 利 用 で きる 名 
所 | 旧跡 や レス トラ ン 、 レ ジャ ー ス ポッ ト な 
どの 観光 案内 を 閲覧 で きる 。 

神奈 川 県 鎌倉 市 な どの 観光 地 で 、「 み ちび 
き 」 の 信号 を 利用 し た 位置 測定 を 行い 、 史 
跡 や 店 舗 の 前 に 立つ と 史跡 の 案内 や 店 舗 の 
メニ ュー な ど が 表示 され る よう に する 。 ま 
た 、 ツ イッ ター へ の 書き 込み や 、 同 じ 場 所 
に 関す る 書き 込み を 閲覧 する 機能 も 付加 す 
る 予定 。 


NTT デ ー タ 

「 み ちび き 」 の 防災 シス テム へ の 応用 を 
計画 し て いる 。 た と えば 、 津 波 な どの 災害 
が 発生 し た 場合 、 警 戒 警報 が 発令 され た 対 
象 地域 に 対し 、 位 置 情 報 や 避難 勧告 な どの 
防災 情報 を 即時 に 発信 で きる 。「 み ちび き 」 
が 送信 する L1-SAIF 信 号 は 、 低 速 で は あ 
る も の の 全国 一 様 に 送信 が 可能 で あり 、 ま 
た 、 簡 易 な 測位 端末 で も 受信 で きる と いう 
特徴 を 持つ 。 こ の 技術 が 実用 化 で きれ ば 、 
携帯 電話 だ け で な く カ ー ナ ビ な どの 端末 に 
も 防災 情報 を 提供 で きる よう に な る 。 
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分 析 チ ー ム の 責任 者 を 務め る 
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り 石 了 細 ご ご いか を 世 行 判 イ ルプ 癌 判 イ は - 
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「 感 慌 無量 。 苦労 が 報 わ れ よ か っ た な と 心から 思う ] 
と 語る 川口 淳一 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ ー 


1 月 20 日 に 国際 宇宙 ステ ーション へ 


搭載 され 、 2011 年 1 月 20 日 ( 木 ) 
15 時 29 分 ご ろ ( 日 本 時 間 ) に 打ち 
上 げ ら 6 れる 予定 で す プロ ジェ クト 関 
係 者 の コラ ムキ や 関連 情報 は 「 こ う の と 
り 2 号機 /H-IB ロケ ッ ト 2 号機 特 
設 サイ ト | で 随時 更新 し て いき ます の 
で ぜひ ご 覧 くだ きい 。 
http://wwwjaxa.jD/countdown/ 
h2Df2/ 
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に 飛 の 究 飛 室 と 応 な ン が 和 Si 7 日 か ら 10 月 1 日 の 5 日 間 、 パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン に 立川 理 
ば 填 者 入 で 記 導 を こ ク ゎ 飛 総代 空 コ 共 和 国 の プラ ハ で 第 61 回 事 長 が 参加 し 、「 あ か つき 」 や 「 み 
れ と に 話 の 唱 る テ な ル ん れ り 国際 宇宙 会 議 (IAC) が 開催 きれ ちび き 」 の 打ち 上 げ 成 功 な ど 、 
旨 商 人 を 人 が 、1 まし た 。 IAC は 世界 の 宇宙 機関 JAXA の 活動 成果 を 報告 し まし 
た 昌 " い 仕 し ら や 企業 、 大 学 等 の 関係 者 が 参加 し 、 た 。JAXA の 展示 ブース で は 、 
は 完 た 組 た れ 宇宙 開発 計画 、 学 術 研究 成果 の 発 日 本 の 惑星 探査 を テー マ に 「 は や 
1 表 を 行う 世界 最大 の 宇宙 関連 会 議 ぶさ ] と 「 イ カロ ス 」 の 模型 や 「 あ 
[ 風 で 飛ぶ 飛行 | で す 。 今 回 は 約 3100 人 が 参加 し か つき | の パネ ル を 展示 し 、 あ わ 
大 城 貴 文 ん デブ まし た 。 開 会 式 で は 、 フ ォ イ エル せ て 、 産 業 連携 モン ター の 活動 に 
( 御 空 小学 校 4 年 生 ) 寺 
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JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 素 宣 

副 委 員 長 舘 和 夫 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 "喜多 充 成 
顧問 山根 一 臣 


バッ ハ 国 際 宇 宙 航 行 連盟 TAF) 
会 長 が 「 は や ぶさ 」 の 帰還 を 
2010 年 第 一 の 宇宙 開発 の 成果 と 
し て 紹介 し 、 同 様 に 「 イカ ロス] 
の 成果 に つい て も 言及 し まし た 。 
また 、 初 日 の 宇宙 機関 長 (HOA) 


会 期中 約 1500 人 の 来訪 者 が あっ た 
JAXA ブ ー ス 


つい て も 国内 の 航空 宇宙 機器 産業 
界 の 協力 $ 得 て 、 展 示 及 び 問 い 合 
わせ 、 ビ ジネス 相談 を 行い まし 
た 。「 は や ぶる |」 カプ セル の 帰還 ビ 
デオ 上 映 が 好評 で 、 連 日 多く の 来 
場 者 で に ぎわ いま し た 。 


宇宙 機関 長 の パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン に 
参加 し た 立川 理事 長 


JAXA ウェ ブサ イト で は 2010 年 1 月 か 
ら サ イト の 更新 情報 (新着 情報 ) を 「 ツ イ 
ッ タ ー」| で も 発信 し て いま す 。「 小 鳥 の さ 
え ず り 」 を 意味 する イン ター ネッ ト 上 の 無 
料 サ ービス で 、 簡 易 ブ ログ な ど と も 呼ば れ 
ます 。 ブ ログ と の 違い は 一 度 に 書き 込め る 
文字 数 の 上 限 が 140 文字 で ある 点 。 と こ 
ろ が この 制限 が 逆 に 、 携 帯電 話 や スマ ー ト 
フォ ン を 使っ て の 同時 性 の 高い アク セス を 
容易 に し 、 他 の サー ビス と の 連携 も 促し ま 
し た 。 写真 を 同時 に 送る 仕組 みる も その 1 つ 。 
野口 宇宙 飛行 士 の 長期 滞在 ミッ ショ ン で 撮 
影 さ れ た 美しい 地球 の 写真 の 数 々 も 、 ツ イ 
ッ タ ー の 仕組 み を 利用 し 、 宇 南 か ら リ アル 
タイ ム で 送ら れ た も の で し た 。 

Twitter.com に アク セス し 、 メ ー ル ア 
ドレ ス と 名 前 を 登録 し て アカ ウン ト を 取得 
する と 、 ツ イッ ター な ら で は の 機能 が 使え 
る よう に な り ま す 。 そ の ひと つが 「 フ ォ ロ 
ー」。 気に入っ た アカ ウン ト を フォ ロー す 
る こと で 、 そ れ ら の アカ ウン ト か ら 発 信 さ 
れ た 情報 が 継続 的 に 流れ 込ん で くる よう に 
な り ま す 。 

JAXAWeb サイ ト の 新着 情報 を お 伝え 
する の は 日 本 語 版 (@JAXA_jp) と 英語 
版 (@JAXA_en) の ふた つの アカ ウン ト 。 


JAXA を | フォ ロー| し て くだ さい ! 


6 月 の 地球 帰還 を 盛り 上 げた は や ぶさ る 下 
(@Hayabusa_JAXA) の お か げ で 、 イ カ 
ロス 君 (@ikaroskun) 、 あ か つき 君 (@⑥ 
Akatsuki_JAXA)J、 み ちび ぴ びき さん (@ 
QZSS) な ども フォ ロワ ー を 増やし 、 そ れ 
ら が 人 格 を 持っ て 会 話す る 「 宇 宙 機 擬人 化 
ツイ ー ト | と いう 新 ジ ャ ン ル まで 生ま れ ま 
し た (イカ ロス 君 は 、Web 広告 の 業界 か 
ら 賞 まで いた だ いて し まっ て いま す ) 。 

有用 な 情報 の あり か を 楽し く 短く 伝え て 
くれ る 「 ツ イッ ター」。 忙し い 現代 人 の ラ 
イフ スタ イル に 合致 し て いる か ら 人 気 な の 
か どう か は 分 か り ま せん が 、 ま だ の 方 は ぜ 
ひ お 試し に な っ て みて くだ さい 。 
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日 は どの KB わる 


デー タレ コー ダ に 潜め て あっ た 今 の 情 恨 当っ て も よー 


本 隔 が 近 つ いて , だ ん だ ん ポカ ポカ レ て きた か ら ヒ ー タ ー の 湿原 設定 実 えた 
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あき " Akatsuki_JAXA 


も 42 Hayabusa_JAXA 


.@: QZSS 


みな さん ご 存 知 の と お り 、 私 は カメ ラ を 持っ 
て 宇宙 を 飛ん で いる の で す が 、 今 日 は 青い 
地球 と 一 緒 に お 月 さま も 撮れ た ん で す よ 

ー。 そ の うち みな さん に 見 せら れる と いい で 
すね 。 


JAXAi 閉 館 の お 知ら せ 


2010 年 12 月 末日 を も っ て JAXAi を 閉 
館 い た し ます 。2004 年 9 月 14 日 に 
JAXA の 情報 発信 拠点 と し て 開館 し て 以 
来 、2010 年 10 月 末 ま で に の べ 116 万 人 
以上 の 方 に こ 来場 いた だ きま し た 。 誠に あ 
り が と う ご ざ いま し た 。 

これ まで JAXAi で 実施 し て きた マン ス 
リー トー クシ ョ ー や パブ リッ クビ ュー イン 
グ は 、 場所 を 変え て 引き 続き 実施 いた し ま 
す 。 そ れ ら の 案内 や イベ ント 情報 、 ま た 最 
新 の JAXA プロ ジェ クト の 解説 な ど は 
JAXA 公開 ホー ムペ ー ジ に 掲載 し て いき ま 
す 。 機関 誌 JAXA' s や パン フレ ッ ト 類 は 、 
JAXA 広報 部 に お 問い 合わ せく だ さい 。 

最後 に 、 ご 来場 いた だ きま し た 多く の 
方 々 、 ご 支援 いた だ きま し た 方 々 に 、 あ ら 


館内 に 入り きれ な い ほ ど 人 々 が 集まっ た 、9 月 11 
日 の 準 天頂 衛星 初 号 機 「 み ちび き 」 打 ち 上 げ パ ブリ ッ 
クビ ュー イン グ 


@ お 問い 合わ せ 先 : JAXA 広報 部 
TEL.03-6266-6400 
FAX.03-6266-6910 


8 月 に 開催 され た 「 は や ぶさ 」 カプ セル 展示 イベ ン 
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た め て お 礼 中 し 上 げ ま す 0 ト に て 。 メ ッ セ ー ジ ボー ド に は 、「 は や ぶさ 」 の 快挙 
に 子供 か ら お 年 寄り まで 多く の 寄せ 書き が (撮影 : 
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